
 

 

平成２４年度事後評価箇所表  

                                                        担当課〔農地整備課〕 

番  号 １ 
事 業 名 

（路線名等） 

県営中山間地域総合整備事業 

 白鳥大和地区 

実施箇所 郡上市白鳥町、大和町地内 全体事業費 
（ 当 初 3， 780）  

2，601百万円 

採択年度    １５年度 完了年度     ２２年度 

事業目的  
農 業 生 産 基 盤 に お い て は 、 剣 用 水 を は じ め 農 業 ・ 生 活 用 水 と し て 重 要 な 役

割 を 持 つ も の の 経 年 変 化 に よ り 老 朽 化 の 著 し い 農 業 用 用 排 水 路 の 整 備 や 、 狭
小 な 農 道 を 整 備 す る こ と で 、 農 産 物 の 生 産 強 化 や 農 業 所 得 の 向 上 を 図 る 。  

 ま た 、 生 活 環 境 基 盤 に お い て は 、 狭 小 な 集 落 道 路 を 整 備 す る こ と で 、 農 業
用 関 連 施 設 や 公 共 施 設 、 交 流 施 設 な ど へ の 利 便 性 を 向 上 や 、 都 市 住 民 と の 交
流 を 促 進 さ せ 、 地 域 の 活 性 化 を 図 る 。  

 

事業概要  

総 事 業 費  2,601,334千 円  受 益 面 積  315.2ha  受 益 者 数  959人  

主 要 工 事 計 画  

農業用用排水7,366m(10路線)、農道整備3,418m(4路線)、農業集落道路3,914m(8路線) 

営農飲雑用水施設160戸(1団地)、活性化施設290m2(１棟)、生態系保全施設773m(1路線) 

概  要  図  

別 紙 の と お り  

 

評価結果  

 ①住民参加・協働による効果  
 

【住民協働の取り組み状況】  

・平 成 1 5～ 1 6年 度 に 施 工 し た 生 態 系 保 全 水 路 に つ い て 、平 成 1 9年 度 に 小 学 生 、
地 域 住 民 、 及 び 行 政 関 係 者 約 4 0人 で 生 き 物 調 査 を 行 っ た 。  

 調 査 結 果 と し て 、平 成 1 5年 度 の 調 査 時 と 比 較 し て 生 物 の 増 加 が 確 認 さ れ た 。 

 ②事業効果  
・ 用 排 水 路 の 改 修 に 伴 い 、 水 路 の 維 持 管 理 や 水 管 理 に お け る 労 力 が 軽 減 で き

た 。  

・ 農 道 整 備 ・ 集 落 道 路 整 備 に よ り 、 農 業 機 械 の 搬 入 や 農 作 物 の 運 搬 が 容 易 に
な り 、 農 作 業 の 効 率 が 良 く な っ た 。  

・ 営 農 飲 雑 用 水 施 設 の 整 備 に よ り 、 農 業 用 水 及 び 生 活 用 水 の 安 定 供 給 が 可 能
に な っ た 。  

・ 活 性 化 施 設 は 、 住 民 の 地 域 活 動 や 交 流 の 場 と し て 利 用 さ れ て お り 、 計 画 利
用 者 数 ９ ６ ６ 人 に 対 し て 、 平 成 ２ ３ 年 度 の 利 用 者 数 は １ ,０ ５ ０ 人 で あ っ
た 。  

 



 

 

 ③環境面への配慮  
 

【環境配慮項目】  

生 態 系 保 全 施 設 整 備 の 対 象 水 路 で は 、 プ レ ハ ブ 水 路 を 自 然 石 で 整 備 す る こ
と で 、 生 態 系 に 配 慮 し た 構 造 と し た 。  

 ④事業を巡る社会情勢の変化  
・ 郡 上 市 に お い て は 、 旧 郡 上 郡 ７ 町 村 が 平 成 1 6年 3月 1日 に 「 郡 上 市 」 と し て

新 設 合 併 し た 。  

・ 今 年 度 の 「 道 の 駅 古 今 伝 授 の 里 や ま と 」 に お け る 朝 市 で の 販 売 額 は 、 事 業
着 手 の 平 成 1 5年 と 比 較 し て 約 ３ 倍 に 増 加 す る 見 込 み 。  

・ 農 業 者 の 動 向 で は 、 平 成 2 3年 度 末 時 点 で 認 定 農 業 者 2 1人 、 ４ 法 人 が 6 8 h aを
作 付 け し て い る 。 （ 着 手 時 点  認 定 農 業 者 1 3人 、 １ 法 人 で 2 6 h a）  

 ⑤利用者・地域住民等への効果  
 

【利用者、地域住民等の意見】  

 当 事 業 の 効 果 に つ い て 、 受 益 者 及 び 地 域 住 民 を 対 象 に ア ン ケ ー ト 調 査 を 行
っ た 。  

農 業 用 排 水 路 施 設 整 備  

 幹 線 用 水 路 の 整 備 に よ り 、 用 水 不 足 の 解 消 ・ 維 持 管 理 の 軽 減 に 効 果 が あ っ
た と す る 回 答 が 大 半 を 占 め た も の の 、 支線水路の整備の遅れを指摘する回答も見
受けられた。  

農 道 ・ 集 落 道 路 整 備  

 利 便 性 の 向 上 が 図 ら れ た と し た 回 答 が 大 半 を 占 め る 結 果 と な っ た が 、 ２ 車
線 化 を 期 待 す る 回 答 も 見 受 け ら れ た 。  

営 農 飲 雑 用 水 施 設  

 浄 水 場 の 改 築 工 事 に よ り 水 利 用 が 改 善 さ れ た こ と も あ っ て 、 農 業 用 水 及 び
生 活 用 水 と も 安 定 し た 水 利 用 が 出 来 る よ う に な っ た と す る 回 答 が 大 半 を 占
め た 。  

活 性 化 施 設 （ 蛍 光 館 ）  

施 設 の 整 備 に 伴 い 、講 習 や 会 議 な ど の 場 と し て 活 用 し て い る と の 回 答 が 多
く 寄 せ ら れ た 。  

ま た 、ホ タ ル を 対 象 と し た 生 態 系 保 全 施 設 の 整 備 に よ っ て 、学 童 の 環 境 学
習 の 場 と し て も 活 用 さ れ て い る 。  

【 今 後 の 事 業 評 価 の 必 要 性 】  

 今 後 の 事 業 評 価 は 必 要 と し な い 。   

・ 農 業 用 用 排 水 路 等 の 基 盤 整 備 に よ る 営 農 条 件 や 、 集 落 道 等 の 整 備 に よ る 生
活 環 境 の 改 善 効 果 が 認 め ら れ る 。  

・ 活 性 化 施 設 を 核 と し た 地 域 活 動 の 増 大 や 都 市 住 民 と の 交 流 に 取 組 ん で い る
な ど 、 地 域 の 活 性 化 も 図 ら れ て い る 。   

【 改 善 措 置 の 必 要 性 】  

 特 に な し  

【 新 規 事 業 へ 適 用 す べ き 留 意 点 】  

・ ワ ー ク シ ョ ッ プ 等 を 活 用 し 、 事 業 制 度 へ の 理 解 と と も に 、 住 民 協 同 に よ る
整 備 計 画 の 作 成 へ の 取 組 み 。  

・ 集 落 周 辺 に で は 用 排 水 路 整 備 に 伴 う フ ェ ン ス 等 の 転 落 防 止 対 策 な ど 、 防 災
面 に も 十 分 な 配 慮 が 必 要 。  

・ 経 済 性 に 考 慮 し つ つ も 、 消 雪 を 考 慮 す る な ど 、 施 設 を 取 巻 く 諸 条 件 に 対 応
し た 構 造 の 採 用 。  

 


